


初めまして！
『初心者の主婦でもできる海外バイナリーオプション攻略法ブログ』を運営している、高田かおりです ^^！

まずはこのバイナリーオプション攻略法を手にとっていただきありがとうございます♪
突然ですが、バイナリーオプショントレードで 1回でも利益を出した経験はありますか (*ﾟ∀ﾟ) ？

デモトレードでも、実際の経験でも僅か数十秒でお金が増える仕組みはバイナリーオプションでしか
経験出来ない不思議な魅力ですよね ^^

経験までなかったとしてもバイナリーオプションで利益が生まれる仕組みについては
なんとなくでもご存知だと思いますが、やはりバイナリーオプションに興味を持たれたキッカケは
こういったところだったのではないでしょうか ^^

私高田かおりもそんなバイナリーオプションに魅力を感じて、もう 4年程バイナリーオプションをやっています。

投資を始めたばかりの頃は投資なんて経験したことのないただの主婦でしたし、（いまでも主婦です !）
最初に始めた FXでは勘でトレードしたり、実は、自動売買ツールなどを頼りにしていた頃もありました（笑）
おかげでヘソクリ 100万円はあっという間に溶かし、度重なる資金補充で損失は膨らみ一時期は大変な思いをしました。

当時はわからないことだらけだったので終いには「投資ってホントに稼げるのかな・・・？」なんて
自分の至らなさから目をそらして逃げていた時期もありました（苦笑）

周りに相談することも出来ず苦しい中で、ただ自分が成功した姿だけを夢見てトレードの研究に励み続けた結果、
様々な取り組みの甲斐もあり損失分を取り返した頃には自分なりのトレードスタイルやリスクヘッジが形になっていました。

今では毎月 60万円多いときで 100万円以上の利益を出すことが出来るようになり、
これまでのトータル利益は概算で 4500万円ほどになりました。
今の私がいるのはあの時の頑張りがあったからだと思っています。
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はじめまして！かおりです！

バイナリーオプション の 攻略法

1 万円から

低資金スタート

上下を選ぶ

シンプルな仕組み

僅か数分間の

短期取引

http://www.binaryoption-blog.jp/?page_id=2691
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この攻略法を手にとってくださった方の中にも、“かつての私” と同じように、
自分がバイナリーオプションで勝てるようになるのか、
投資の経験が無くても大丈夫なのか、不安に感じられている方もいらっしゃると思います。

また、なんとなくのイメージで「投資って難しそうだな」と一歩踏み出せない方の気持ちも、
私自身がそうだったのでよくわかります。笑

そういった方の後押しをできればと思って作ったのがこの『3カウント攻略法』です。

　　バイナリーオプションで継続的に利益を狙っていく為にはどうしたら良いのでしょうか？
　　そして賢く利益を生み出すためにはどうしたら良いのでしょうか？？
　　具体的にどんなトレード方法をしていけば良いのでしょうか (*ﾟ∀ﾟ) ？？？

この攻略法を通してしっかりと答えていきます。

この攻略法を通じて覚えていただきたいことはただ一つ、
「バイナリーオプションとの正しい向き合い方、攻略の仕方を知れば投資はリターンを生み出せる」ということ。

それを知っていただくためにも、私かおりなりの解説を存分に盛り込ませていただきました♪
この攻略法を通して私のこれまでの経験や気付きが誰かの役に立てば良いなと思っています (>_<)
そして、この攻略法を投資としての成功のキッカケにしてもらえたらこんなに嬉しいことはありません (*́ω｀*) ！

当時諦めかけた私が一人で壁を乗り越える事に苦労したように、今不安を感じている方や諦めそうな方がいたら、
今の壁を少しでも楽に乗り越えられるように支えてあげられたらと思います。

それでは、目次の後に早速バイナリーオプションとの正しい向き合い方について、解説を進めて行きます♪

2017年 5月分の収益として 950,000 円を出金し、750,000 円を口座に送金できました ^^
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【3カウント戦略】の目次

1. バイナリーオプションの攻略法

・バイナリーオプションの利益と損失の仕組みから考える賢い稼ぎ方
・バイナリーオプションで “狙って勝てる” ことの真の意味

2.BOで勝つためのロジックの原点と戦略について

・なぜこの２つがバイナリーオプションで勝つために大事なの？

3. トレンド相場を定義するためのテクニカルツール

・チャートツールMT5とMT4でのテクニカルツールの準備について
・PCでのテクニカルツールの準備
・スマホ・タブレットでのテクニカルツールの準備
・移動平均線（Moving Average）の特徴とトレンド定義の仕方
・AwesomeOscillator（オーサムオシレーター）の特徴とトレンド定義の仕方

4. バイナリーオプションで勝つための戦略の深掘り

・BOで勝つために欠かせないローソク足と時間軸についての理解
・バイナリーオプションに最適な時間軸とは？ ~戦略の深掘り ~
・時間軸を駆使した時間足毎のトレンド把握と、エントリーポイントの選定

５.【下巻：トレードプロセス編】のダウンロード方法について

※各項目をクリックするとページジャンプできます。
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バイナリーオプションで稼ぐためには最低勝率 58.82%以上を維持する必要があります。
逆に言えばコレさえ出来てしまえば利益が出せるってことなんですよね (*́ω｀*)

では勝率 60%以上を出せればトータルで利益を生み出し続けることができるのでしょうか？

たしかに利益は出せているのですが、仮に 1度負けてしまうと途端に損失に転じてしまいますね・・・。
賢く利益を出していく為にはどうしたら良いのでしょうか？

①勝率はそのままで取引金額を上げたケース　と　②取引金額はそのままで勝率を上げたケースで比較してみます。

勝てた時→取引金額の 70％～80％※が利益として生まれる
負けた時→取引金額の 100％が損失になる

　1度のトレードの損益の仕組み

※各ブローカーや取引種別（ハイローや短期取引）や時間帯などによって変動します

→バイナリーオプションでは損失額を上回るだけの勝率が必要！

例えば、取引金額 1,000 円、勝った時のペイアウトが 80％で 6勝 4敗 勝率 60％だったら。。。

＋4,800 円　
-4,000 円　

　勝ち→＋800円の利益 ×6勝
　負け→-1,000 円の損失 ×4敗 合計 ＋800円

例えば、取引金額 1,000 円、勝った時のペイアウトが 80％で 1勝 1敗だったら。。。

＋800円
-1,000 円　

　勝ち→＋800円の利益
　負け→-1,000 円の損失 合計 -200 円

バイナリーオプションで稼ぐからには賢く効率的にそしてリスクを減らして取り組んで行きたいですよね！
バイナリーオプションは御存知の通り、為替相場の動きを予測する投資方法で、
早ければ僅か数十秒、数分間でトレードの結果が出るため、
理論上では、数十分～数時間程度取引を重ねるだけでも数万円～数十万円の利益を出すことが可能となります ^^

反対に、予想が外れてしまえば損失になるため、リスクもあります。

このように、勝てた時の利益よりも負けた時の損失のほうが割合が大きくなっているため
1勝 1敗 勝率 50％では損失額の方が大きくなってしまいます。

バイナリーオプションの利益と損失の仕組みから考える賢い稼ぎ方
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①の取引金額を釣り上げたケースでは最終的な利益金額が 8,000 円得られますが、
取引金額が 10,000 円なので先ほどと同様に 1回負けただけで-2,000 円の損失、トータル損益もマイナスに転じます。

②の取引金額はそのままで勝率を上げたケースの方では、
4,400 円の利益に対して取引金額 1,000 円なので仮に 4回負けても＋400円の利益が残ります。
このように、バイナリーオプションでは取引金額を上げる前に勝率を上げたほうが
圧倒的にリスクを押さえて利益が得られるんです (*́ω｀*)

ブログを通じて連絡を下さった方々のお話を伺っていると、
バイナリーオプションで利益を出すために勝率を上げきれないまま取引金額を釣り上げて大きく狙おうとされる方が多く、
最終的に負けた時の損失が大きくなって資金を無くしてしまう方がとても多くいます (>_<)

すでにお気づきだと思いますが、
これはバイナリーオプションで利益を出す上ではリスクの高い間違った向き合い方なんです。

バイナリーオプションで賢く効率的に稼ぐためには
勝率を高めることがとっても大事！

バイナリーオプションとの正しい向き合い方

例えば、取引金額 10,000 円、勝った時のペイアウトが 80％で 6勝 4敗 勝率 60％だったら。。。

＋48,000 円　
-40,000 円

　勝ち→＋8,000 円の利益 ×6勝
　負け→-10,000 円の損失 ×4敗

合計 ＋8,000 円

①勝率はそのままで取引金額を上げたケース

例えば、取引金額 1,000 円、勝った時のペイアウトが 80％で 8勝 2敗 勝率 80％だったら。。。

＋6,400 円　
-2,000 円

　勝ち→＋800円の利益 ×8勝
　負け→-1,000 円の損失 ×2敗

合計 ＋4,400 円

②取引金額はそのままで勝率を上げたケース

小さな取り組みに感じるかもしれませんが、こうした積み重ねが最終的に大きな差を生み出すのが投資です ̂ ^
少しでもリスクを抑え、損失を減らしながら効率的に利益を生み出す事を考えていくことで利益を残すことが出来ます。

バイナリーオプションではこのように勝率を上げることは利益を生み出し損失を小さくすることに繋がるので
大事なポイントとなります。
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バイナリーオプションで利益を生み出す方法は、『相場の上がり下がりを予測して言い当てる』ことです (*ﾟ∀ﾟ) ！

バイナリーオプショントレードで１回や２回相場の動きを言い当てることは偶然や勘でもできることですが、
再現性を持って継続して数ヶ月、数年、数十年と相場の動きを予測して勝率を上げ、稼ぐ為には
今の相場の動きを捉え、これから先の動きを予測する力が必要不可欠となっています。

特殊なツールを使ったり、シグナルツールと言ったツールに頼る事で利益を得る便利な方法もありますが、
残念ながら今の相場で活躍してもいつの日にか複雑な相場状況に対応できなくなってしまうときが来ます。

また、ツールやシグナルばかりに頼ったトレードになってしまうと、シグナルツールが使えなくなった途端に
どうやってトレードしていけば良いのかわからずに途方に暮れることになってしまいます・・・。
BOでの収入を頼りにしていた場合、明日からどうやって勝てばいいの・・・？ってことになっちゃいます。。。
これでは将来の不安は少しも減らないですよね (；́∀｀) ？

私たちがバイナリーオプションで一生稼げる様になるには、
『自分の力で相場を読み、自分の判断でトレードを決断し、稼げる様になる必要があります。』
勝率を高めて継続して稼ぐ方法は色んな解決策があるように見えて、実は私はこれ以外の方法はないと思っています。

相場分析の力があればトレードのリスクが高いかどうかの判断が自分でできるようになり、
相場の状態に柔軟に対応することができるので 1回 1回のトレードの勝率も当然高くなります。

また、自分の力で相場を読むことができれば、自分の意志でいつでも自由に稼げる様になります。

収益の自由さを手に入れるということは、人生の自由を手に入れることに近い意味を持ちます。

　　　今の会社の給与に依存しなくてよくなり、自分のやりたいことや生活する場所を選べるようになります。

　　　私の様に家族がいる方は、家族との時間を優先することができますし、家族の負担も減ります。

　　　子供の将来に選択肢を作ってあげることもできる様になります。

相場分析の力を習得するというのは、ただバイナリーオプションで勝てるようになるだけでなく、

こうした様々な自由を手にすることに繋がる、ということもこの機会に私から伝えたいです (*́ω｀*)

勝率を上げることの重要性をわかってもらえた所で
ここからは勝率を高める為にはどうしたら良いのか？についてお話して行きましょう♪

バイナリーオプションで“狙って勝てる”ことの真の意味
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BOで勝つためのロジックの原点と戦略について

相場分析と聞いて難しそうだと感じるでしょうか ^^？
もしかしたら相場分析は特別な人しか出来ない特殊なことだと思うかもしれません ^^

相場分析と聞くと複雑なイメージが強いかもしれませんが、
バイナリーオプションで勝つためのロジックをシンプルに考えてみるとやることはたったの 2つしかないんです。

①相場の進む方向を知ること
②エントリーするタイミングを図ること

BOで勝つためのロジックの原点

私が今までやってきたのはこの 2つだけ。
これから解説するトレードプロセスも、知識やテクニックもチャートツールもこの 2つを把握するためにあります (*ﾟ∀ﾟ)
相場分析と聞いて何をすればいいの？という方はこの２つを意識するだけでトレードの精度はぐっと上がります。

どんな手法だってちゃんとした手法だったら言い方や多少の違いはあってもこのロジックが原点になっているはずです ^^
もちろん、この攻略法もこの２つのロジックの原点を明らかにするためにテクニカルツールを用意し、設定期間を変え、
トレードプロセスを組み立てています。

次に、それぞれのロジックを達成するための【トレード戦略】について考えてみます。
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なぜこの２つがバイナリーオプションで勝つために大事なの？

相場の進む方向が明確なトレンド相場を狙っていく！

バイナリーオプションで勝つための戦略①

『①相場の進む方向を知ること』についてはわざわざ必要性や理由を説明するまでもないかもしれませんね。
バイナリーオプションが相場の動き（上下）を言い当てることで利益を生み出すことができるからです。
そのため、バイナリーオプションでは相場の進む方向が明確な場面で順張りのトレードを狙っていきます。
相場の進む方向が明確な場面、とは相場中でトレンドが発生している状況のことを指します。

しっかりとトレンドに乗っかることができれば
エントリーしたあと大きな値幅が期待できるので
『決済まで勝つかどうかギリギリ！』
『残り 10秒で負けてしまった』
といったことがなくなります。

また、トレンド方向が明確で値幅も大きくなるので
スリッページなどによってエントリーポイントが
ズレてしまっても問題なく勝つことが出来ます。

相場の進む方向を知るということ、
そしてトレンドに乗っかるということは、
様々な点でトレードの成功率を高めることに
繋がります♪

逆に相場の進む方向を知らないままでトレードするのは
どちらに進むのかわからないままのトレードになるので
それだけリスクの高いトレードになってしまう、
という意味でもありますね。
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では『②エントリーするタイミングを図ること』についてはどうでしょうか ^^？
方向があっていれば十分勝てるような気もしちゃいますよね（笑）

実際のトレンド相場をイメージするとイメージし易いので上昇／下降トレンドのチャート画面を見てみましょう！
下の画像はドル円のチャートで、ローソク足表示をしているものです。
1分足表示なので、ローソク 1本＝1分間の値動きです。

方向性は明確なのでトレンド方向に合わせてエントリーするほうがトレードの成功率は良さそうですが、
よく見るとトレンドはずっと同じ方向に進み続けるわけではなく、上がり下がりを繰り返しながら方向性を作っています。

上昇トレンドなら上がってちょっと戻して（下がって）、ガッと上がって ...
下降トレンドなら下がってちょっと戻して（上がって）、ガッと下がって ... のように徐々に方向性を作っていますね ^^

テクニカルツールを使わなくても

高値を更新し続けているので

明確な上昇トレンドとわかります。

更新＝上昇トレンド継続

高値

高値

高値

高値

高値

更新＝上昇トレンドスタート

高値

更新

更新

更新

更新出来ず＝トレンド終了 !明確な上昇トレンドの一例

更新＝下降トレンドスタート

更新＝下降トレンド継続安値

安値

安値

安値

安値

更新

更新

更新出来ず＝トレンド終了 !

下降トレンドも同じように安値を更新し続けることで

明確な下降トレンドと判断することも出来ます。

（テクニカルツールでトレンドを定義する方法も後述します。）

明確な下降トレンドの一例
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このようにトレンドでエントリーする際にはこの『戻し』が織り込まれたトレードが出来ているかどうかがとても大事です。

相場では予測不可能なことがおきたりもするので、『絶対○○になる』なんてことはありませんが、

唯一絶対と言えることがあるとすれば
　　　　　　『相場は上がったら（下がったら）いつか必ず下がる（上がる）』ということ (*ﾟ∀ﾟ) ！

これはバイナリーオプションでもＦＸでも為替相場を使って勝つためには欠かせない事実です。
上がっているから上でエントリー！ではなく、『上がっているから一度戻して、上でエントリー！』が
バイナリーオプションでの正しいエントリーのリズムです ^^

そのため、私達がバイナリーオプションで勝つために必要なエントリータイミングを図ることの意味とは、
『トレンドの戻しのタイミングを図り、高値掴み（安値掴み）をしないようにする』ということです。
これが第二のトレード戦略です。

２つの戦略が出揃った所で両方を再確認しておきましょう♪

そのため、エントリーする際にはタイミングを見図らないと
うっかり『相場が一時的に戻したタイミングでエントリーして負けてしまう』なんてことが簡単に起こってしまいます。

戻しのタイミングを図り、高値／安値掴みを回避する！

バイナリーオプションで勝つための戦略②

トレンドとはずっと同じ方向に

進むわけじゃない！

トレンドとは、上がって下がってを繰り返して

『方向性』を作っていくもの！

登って

登って

登って ...
押し目だった…

戻して

戻して

方向性だけで上エントリー！すると ... ？

上昇トレンド！

いわゆる『高値掴み』になって負けてしまう！

トレンド中の戻しのことを

上昇トレンドなら押し目

下降トレンドなら戻り目と呼びます。
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バイナリーオプションで賢く効率的に！そして成功率を高めて勝つには、
この２つの戦略がトレードの骨組みとなることをここで強く意識しておきましょう (*́∀｀*) ！

①相場の進む方向性が明確なトレンド相場を狙う！
②戻しのタイミングを図り高値／安値掴みを回避する！

ロジックの原点から考えたトレード戦略

ここで上エントリー

ここで上エントリー

ここで上エントリー

→トレンドと戻しを掴めば連続の勝ちが狙えます。

戻して

上昇

上昇

上昇

戻して

戻して

このように成功率の高いポイントで連続でエントリーすることができれば、
限られた時間でも効率的に利益を出して稼ぐことができるようになります。
もちろん相場状況にもよりますが、慣れてくれば１日３０分程度のトレードでも数回ほどのトレードができるので
１週間、2週間とトレードを重ねると少なくても１ヶ月で７０回から１００回程度のトレードが可能となります。

また、この手法による検証（自分の実益も兼ねた）結果は 600回ほどのトレードを重ねて勝率 85％程となっています。
数万円程度の資金から始めても割りとしっかりとしたお小遣い稼ぎをすることも出来ますし、
利益を増やして元本を増やした上で本格的に稼ぐこともできるでしょう。

それだけ学習メリットの高い戦略をまとめることが出来たので、これからわからない単語や解説が出てきても
めげずに頑張って取り組んでもらえたらと思います (；́∀｀) 説明ヘタでゴメンよ・・・。

わからないところやもっと解説がほしい！というところはわかるまで解説するので気軽にご連絡ください ^^
一人の方がわからないところは、きっとその他にもわからないと感じる方もいるはずなので、
説明の補充や修正を都度行って初心者さんにも易しい攻略法作りに取り組んで行きたいので、ご協力よろしくお願いします♪

◯高田かおりに連絡する→binaryoption.kaori@gmail.com

また、解説を読んでいたりトレードしていてこんがらがったりしたらここへ戻ってきて
今自分が何をしているのか、トレードにおいて何が大事なのかを再確認できるようにしておいてください♪

この２つの戦略どおりのトレードができるようになると、
トレンド相場の押し目、戻り目のタイミングで連続でトレードができるようになります。
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ここからは具体的なトレードの方法について解説していきます。
この上巻では相場の進む方向性を掴む、つまりトレンド相場を捉えエントリーする方向を決めるための手順解説です。
続く下巻ではトレンド相場での押し目戻り目を避けながらエントリータイミングを図る方法を解説していきます (*ﾟ∀ﾟ)

このバイナリーオプション攻略法【3カウント戦略】は上巻、下巻の 2つの構成になっており、
いま御覧頂いているのは上巻となります。

　　上巻：賢く勝つための戦略とトレードテクニックの理解
　　下巻：戦略的トレードプロセスと 3カウントエントリー

と区切って解説を行います。
それでは早速上巻の始まりです (*ﾟ∀ﾟ) ！

ここからはトレード戦略を元にしたトレードテクニックをご紹介していきます。
具体的には、下記の内容を説明していくことで、【３カウント戦略】のロジックと必要となるテクニックを習得していきます。

始めての知識やテクニックの解説を読んで難しいと感じるところもあるかもしれませんが、
自分のペースで繰り返し読んで、理解を深めるように頑張っていきましょう ^^

バイナリーオプション攻略法【３カウント戦略】

上巻：戦略を元にしたトレードテクニック編

　　トレンドを把握するためのトレンド定義
　　そのためのテクニカルツールの紹介と設定
　　テクニカルツールを使ったトレンド定義の方法と条件
　　エントリーポイントとタイミングの理解と選定
　　トレード戦略のさらなる深掘り
　　ローソク足と時間軸の理解
　　バイナリーオプションで最適な時間軸の理解
　　【３カウント戦略】による時間軸毎の相場分析の目的の理解　
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エントリー方向は全てトレンド方向に合わせてトレードしていきます。
そのため、トレンドを把握することが一番重要なポイントとなります。

トレンドは先程も解説したように、上がったり下がったりを繰り返しながら方向性を作っていくのですが、
ここである疑問が生まれてきます。

　トレンドってどこからどこまでがトレンドなの (；́∀｀) ？ってこと！

言ってしまえば、トレンド相場も、トレンドじゃない相場（レンジ相場）も明確な区切りがあるわけではないため、
しっかりとトレンドの始まりと終わりをチャート上で定義してあげる必要があります。

そしてさらなる疑問が！

　トレンド中の高値掴みと安値掴みってどうやって回避するの (；́∀｀;) ？ってこと！

トレンド方向（エントリー方向）がわかるだけでは勝てないことは十分わかってもらえたと思います。
どうにかして上昇トレンド中の高値掴み、下降トレンド中の安値掴みを回避しなくてはなりません。
しっかりとトレンド中の高値／安値掴みを回避し、押し目／戻り目でエントリーする必要があります。

この２つの疑問を解消するのがテクニカルツールです！

『移動平均線（Moving Average）』と『Awesome Oscillator（オーサムオシレーター）』というテクニカルツールを
使うことで今の相場を知り、明確なトレンドを把握した上で押し目と戻り目を見つけることができるようになります。

ちなみに相場分析する際のチャート画面はこんな感じです！

トレンド相場を定義するためのテクニカルツール

チャート完成図

移動平均線 6本

AwesomeOscillator

まずは画面を作るところから始めて見ましょう♪
設定方法について解説します！
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チャートツールMT5と MT4でのテクニカルツールの準備について

私はPC（MacOS）でMT5を好んで使っていますが、スマホでも良くトレードします (*́ω｀*)

この攻略法【３カウント戦略】はお好きなチャートツールや環境にあわせてMT4・MT5どちらでも、
またWindows でもMac でもスマホやタブレットでも変わらずお使いいただけるようになっているので、
自分の取引環境や好みに合わせてご準備ください♪

この説明で設定できる方や先に解説を読みたい方は 　こちらをクリック  してテクニカルツールの解説へ向かいましょう♪

設定手順に不安のある方は次のページから画像つきで解説を用意しておきますので、そちらを参考になさってください♪
最終的にテクニカルツールなどが大きく変わった動きになっていないかなども合わせてご確認ください。

PCの設定手順解説は 　こちらをクリック  　＝Windows、Mac でMT4かMT5を使う方

スマホ、タブレットの設定手順解説は 　こちらをクリック   　=Andoroid、iPhone でMT4かMT5を使う方

移動平均線（MovingAverage）の準備

Awesome Oscilator（オーサムオシレーター）の準備

PCの場合はメニューバー【挿入】→【インディケーター】→【トレンド】→【Moving Average】を選択します。
これを 6回繰り返して以下の設定で用意します。

◯長期MA帯を作る設定
　4. 期間設定：90　
　5. 期間設定：100
　6. 期間設定：110

◯短期MA帯を作る設定
　1. 期間設定：25
　2. 期間設定：30
　3. 期間設定：35

※全て移動平均の種別はSimple, 適用価格は close で設定してください。配色は自由です ^^

PCの場合はメニューバー【挿入】→【インディケーター】→【ビル･ウィリアムス】→【AwesomeOscillator】を選択します。

◯Awesome Oscillator の設定
特に重要な設定はありませんが、配色と線の太さを変えるとわかりやすいです。
上昇：赤系の色（自由）
下降：青系の色（自由）
線の太さ 2番目くらいの太さ（自由）
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こちらは何も表示されていないMT5の画面です。
すでにインストールやログインなどが完了し、
為替値が動いている状態です。

チャートが動いていない状態でも設定は出来ますので
先にトレード画面の準備だけしちゃっても構いません♪

また、MT4をお使いの方も操作手順は全く一緒なので
同じようにご準備ください♪

移動平均線を用意するには、
画面上のメニューバーから、
【挿入】→【インディケーター】→【トレンド系】→
【MovingAverage（移動平均線）】と進み選択します。

すると設定画面が出てきますので

【期間】25       【シフト】０　
【種別】Simple　　　
【適用価格】Close
【スタイル（＝配色）】自由

となっていることを確認し、
最後に【OK】を押せば１本目の設定が完了です。

PC の移動平均線（MovingAverage）の準備

MT５の画面

上下に動いている

あとはこの手順を全部で６回繰り返し、【期間】を変更した移動平均線を全部で６本準備します。

◯長期MA帯を作る設定
4. 期間設定：90
5. 期間設定：100
6. 期間設定：110

◯短期MA帯を作る設定
1. 期間設定：25
2. 期間設定：30
3. 期間設定：35

MT5のインストールや設定はこちらをクリック！
ブログの解説ページへ飛びます。

http://www.binaryoption-blog.jp/?page_id=6564
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移動平均線６本の準備が出来た状態がこちらです ^^
ここからAwesomeOscillator を準備します。
こちらはとっても簡単です♪

AwesomeOscillator を用意するには、
画面上のメニューバーから、
【挿入】→【インディケーター】→【ビル・ウィリアムス系】→
【AwesomeOscillator】と進み、選択します。

特に変更するところはないのですが、
配色と線の太さの設定だけした方が見やすいので
良かったら変更してみてください ^^

上昇量：赤系の色がおすすめ
下降量：青系の色がおすすめ
線の太さ：２番目くらいの太さがおすすめ

PC の AwesomeOscillator の準備

設定できた方は 　こちらをクリック  してテクニカルツールの解説へ向かいましょう♪
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❶こちらは何も表示されていない状態の

スマホ用MT5の画面です。

テクニカルツールを追加するときには

画面上の【　】マークを選択します ^^

※スマホ、タブレット、iPhone、Andoroid、

MT5、MT4は全て同じように使えるので

ご自分のスマホで是非お試しください ^^

❷インディケーターの一覧画面です。

メインウィンドウを選択します。

※この画面ではいらないテクニカルツールを

【編集】で削除することもできます。

❸インディケーターの追加画面です。

一覧の【トレンド】の項目から

【MovingAverage】を選択します。

❺【スタイル（配色）】の設定画面です。

配色は自由ですが、

【幅】を２ピクセルに設定すると

スマホの画面でも見やすいです。

❹移動平均線の設定画面です。

画像のように期間【25】
【シフト】０

【メソッド】Simple

【適用先】Close

【スタイル（配色）】自由

となっていることを確認し、
最後に【完了】を押せば
１本目の設定が完了です。

❻移動平均線１本が表示されました。

この手順を全部で６回繰り返し、
【期間】を変更した移動平均線を
全部で６本準備します。

スマホ、タブレットの移動平均線（MovingAverage）の準備

◯長期MA帯を作る設定
4. 期間設定：90
5. 期間設定：100
6. 期間設定：110

◯短期MA帯を作る設定
1. 期間設定：25
2. 期間設定：30
3. 期間設定：35

上記の６本が設定できたらAwesomeOscillator の設定へと参りましょう♪

次へ

次へ

次へ

スマホアプリ版MT5のインストールや設定はこちらをクリック！
ブログの解説ページへ飛びます。

http://www.binaryoption-blog.jp/?page_id=16176
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❶移動平均線が６本設定できた画面です。

この状態からAwesomeOscillator を

表示させましょう (*ﾟ∀ﾟ) ！

画面上の【　】マークを選択します ^^

❸インディケーターの選択画面です。

下方の【ビル・ウィリアムズ】の項目から

【AwesomeOscillator】を選択します。

❺【スタイル（配色）】の設定画面です。

カラーを選択し、【幅】を４ピクセルに

しておくと見やすくなります。

❻全て設定が完了した画面です。

変な動きをしていないかを確認して

大丈夫であればコレで準備はOKです。

❷インディケーターの追加画面です。

先程の移動平均線が表示されてますね。

同じように【メインウィンドウ】を

選択します。

❹AwesomeOscillator の設定画面です。

特に変更するところはありませんが、

【スタイル（配色）】を変更すると

見やすくなります。

バリューアップ：赤系の色

バリューダウン：青系の色

にしてみましょう。

スマホ、タブレットの AwesomeOscillator の準備

次へ

次へ

次へ

設定できたら 　こちらをクリック  してテクニカルツールの解説へ向かいましょう♪



19

移動平均線（以下MAと呼びます）とは

為替相場の平均値を１本の線にしたものです。

このMAは多くの方に親しまれ、

有名なテクニカルツールの中の一つです。

今回ご紹介するMAは全部で６本あり、

設定期間によって２つのMAの束を作っています。

　・２５、３０、３５で作成した短期MA帯と

　・９０、１００、１１０で作成した長期MA帯です。

相場分析をする際にもMAは２つの束として扱います。

移動平均線（Moving Average）の特徴とトレンド定義の仕方

うまく画面の設定が出来たでしょうか ^^？
うまく設定ができていればこちらのような画面で為替相場を見ることが出来ているはずです。
先に解説を読みたい方は、ぜひ後ほど試してみてください (*́ω｀*)

ここからは２つのテクニカルツール【移動平均線】と【AwesomeOscilator】を使って相場を定義していきます。
各テクニカルツールを知らない方もいると思いますのでツールの特徴と合わせてご紹介していきます。

チャート完成図 チャート完成図

移動平均線 6本
移動平均線 6本

AwesomeOscillator

AwesomeOscillator

移動平均線（＝MA）の紹介と呼び方について

この子たちの解説します

のんびり動く長期 MA 帯

素早く動く短期 MA 帯
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長期MAと短期MAそれぞれの反応

移動平均線は平均値を１本の線にしたものなので、移動平均線の傾きや方向を見ることで相場の大まかな方向性がわかります。

　　・長期間で設定した長期MAはその名の通り長い目で見た時の方向性＝相場の大きな流れを意味し、
　　・短期間で設定した短期MAは短い目で見た時の方向性＝相場の小さな流れを意味します。

　　　　長期MAと短期MAの方向性が一緒に揃うということは、大きな流れと小さな流れの方向が揃う事を意味し、

　　　　本流の中の流れに沿っている自然な相場状態を意味します。

　　　　逆に長期MAと短期MAの方向性が逆を向くタイミングと言うのは、本流の中で逆に進んでいる状態を意味し、

　　　　それはつまり、大きな滝から流れ落ちる水流を逆に登ろうとしているような状態を意味します。

成功率の高いトレードを狙うのであれば、出来る限り大きな流れ（方向性）と今の相場の流れ（方向性）が
合致している場面でのトレードが望ましいです。これを狙うのが順張りというトレード方法です。

一応長期MAと短期MAそれぞれの得意と不得意も説明しておきますので、余裕があれば把握しておきましょう ^^

　　【長期MA（帯）】
　　　　◯得意　＝相場の本来の方向性を見失いにくい（ダマシに会いにくい）
　　　　△不得意＝急な値動きに追いつくのに時間がかかる

　　【短期MA（帯）】
　　　　◯得意　＝急な値動きにすぐ対応できる
　　　　△不得意＝相場の本来の方向性を見失いやすい（ダマシに会いやすい）

ちょっと話が飛ぶようですが、

　　移動平均線を使うことで相場の方向性を見極めることができるようになるため、
　　エントリーの方向性を見つけることができるようになります。

次に、詳しい解説も含めてMAを使った相場の方向性（＝エントリーの方向性）を判断する方法を解説していきます。

長期 MA は大まかな方向性を捉え、

短期 MA は直近の相場の方向性を細かく捉えるのに適している。

短期MAは急な値動きにすぐに対応できる。

その代わり、相場の本来の方向性を見失いやすい。

急に大きな値動き

長期 MA は急な値動きに追いつくのに時間がかかる。

その代わり、相場の本来の方向性を見失いにくい。

短期と長期の移動平均線の使用目的について

MAの使用目的はこれ！
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長期MA帯を起点にしてトレンド方向が入れ替わる

移動平均線（＝MA）による上昇トレンドの起点と推移の確認

長期 MA 帯をローソク足が抜けたら

トレンド方向が逆に向かう可能性が高い＝相場転換
下降トレンドの真っ最中

上昇トレンドの真っ最中

わかりやすい『トレンドの始まりと終わり』の見つけ方は、

　　ローソク足が長期MA帯を抜けたところに着目することです。

一見複雑に見える相場の中でも、ローソク足が長期MAの上にあるのか下にあるのかを最初に見るだけで
とてもシンプルな判断ができるようになります。
ローソク足が長期MA帯を抜けたことで相場転換の可能性がとても高くなりますが、この段階ではまだ相場転換するかどうかはわかりません。
相場の動きによって徐々にトレンドの可能性が高まる様子を一応見ていおきましょう。

上昇トレンドの可能性が徐々に高まる様子

①長期 MA を抜ける＝相場転換の合図（ここからは上狙い）下降トレンドの真っ最中

②MA で反発する

　＝上昇トレンドの可能性高まる

③短期長期 MA 帯の上にローソク足が出る

　＝上昇トレンドの可能性濃厚

④ローソク足が直近高値を更新

　＝上昇トレンド確定！

【上昇トレンド相場の可能性が徐々に高まるまでのステップ】
　　①ローソク足が長期MAを抜ける（＝ブレイクする、といいます）→相場転換の合図となり、上狙いで見ていきます。
　　②一度登ったローソクが戻り、MAで反発し再び上昇→この時点でかなり上昇トレンドの可能性は高い（ほぼ確定と言ってもいい）
　　③短期長期両方のMA帯の上にローソク足が出る→方向性が明確になって来ており、上昇トレンドと判断しても問題ないです。
　　④ローソク足が直近高値を更新する→上昇トレンドとして確定です。相場の勢いも強まります。

コレ重要！
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移動平均線による上昇トレンド相場の判断

①短期MA帯が長期MA帯を上抜けた（＝ゴールデンクロスと言います）
②ローソク足が短期MA帯か長期MA帯どちらかに沿う形で反発している
③ローソク足が短期MA帯と長期MA帯の上にある
④ローソク足が直近高値を更新している（『明確な上昇トレンドの一例』画像をクリックで参照）
⑤長期MA帯が上向きに角度がついている

＝上昇トレンドと確定！上方向でエントリーを狙うのが優位

MAを使った場合、この５つが観測出来ている状態を上昇トレンドとして定義することが出来ます。
仮にどれか一つが曖昧であっても、残りの条件と照らし合わせる事で上昇トレンドの相場であるかどうかを判断します。
例えば⑤の長期MA帯の角度があまり無くても、その他の条件が確認できれば上昇トレンドと判断することができます。
これらを総合的に見た結果、上昇トレンドと判断します。（全部揃わなくてもOK！）

①短期 MA 帯が長期 MA 帯を上抜けている

⑤長期 MA 帯が上向き

③ローソク足が短長どちらかの
　MA 帯の上にある

②ローソク足が MA に沿って反発

④直近高値を更新している

つまり上昇トレンドの確定は５つの条件を見ていけば誰でもわかる！

あとは全ページの条件に当てはまっているかどうか、
一つ一つ確認していくだけで誰でもトレンド相場を定義することができるようになります。
それこそ、私がみてもあなたがみても、誰がみても同じ判断でトレンド相場を定義することができるようになります。
私の裁量トレード方法をそのまま伝えるためにはこういった確認がどうしても必要なので、
頑張ってトレンド相場を定義できるようになりましょう♪

こうしてトレンド方向がわかれば、後は同じ方向にエントリー方向を合わせればOK!

これでバイナリーオプションで勝つための戦略①相場の進む方向が明確なトレンド相場を狙うことができる様になりますね♪
下降トレンドの見極めはでは同じように逆向きに捉えることで対応できます。

これが見つかれば
上昇トレンド攻略！

相場の進む方向が明確なトレンド相場を狙っていく！

バイナリーオプションで勝つための戦略①

戦略①ができるように！
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移動平均線による下降トレンド相場の判断

MAを使った場合、この５つが観測出来ている状態を下降トレンドとして定義することが出来ます。

わかりやすい条件としては、③のMA帯とローソク足の位置関係です。

下降トレンドであれば、ローソク足が短期MA帯の下にある限りは下降トレンドとして相場を見ることができます。

①短期MA帯が長期MA帯を下抜けた（＝デッドクロスと言います）
②ローソク足が短期MA帯か長期MA帯のどちらかに沿う形で反発している
③ローソク足が短期MA帯と長期MA帯の下にあること
④ローソク足が直近安値を更新している（『明確な下降トレンドの一例』画像をクリックで参照）
⑤長期MA帯が下向きに角度がついている

＝下降トレンドと確定！下方向でエントリーを狙うのが優位

①短期 MA 帯が長期 MA 帯を下抜けている

⑤長期 MA 帯が下向き

③ローソク足が短長どちらかの
　MA 帯の下にある

②ローソク足が MA に沿って反発

④ローソク足が直近安値を更新し続けている

移動平均線（＝MA）による下降トレンドの起点と定義の確認

長期 MA 帯をローソク足が抜けたら

トレンド方向が逆に向かう可能性が高い＝相場転換

下降トレンドの真っ最中

長期MA帯を起点にしてトレンド方向が入れ替わる

上昇トレンドと同様に、わかりやすい『トレンドの始まりと終わり』の見つけ方は、

　　ローソク足が長期MA帯を抜けたところに着目することです。

上の画像では、上昇トレンドが画像左端の長期MA帯のブレイクによって終了し、下降トレンドが始まっています。
そして、画像右端長期MA帯を上抜けている所で下降トレンドは終了し、次の上昇トレンドが始まっています。
長期MA帯を抜けるかどうかによってトレンドが転換するかどうかが決まることを頭に入れておけば、
今までとは違った見え方で相場が見えるはずですよ (*́∀｀*)

これを踏まえて下降トレンドの定義付けについて相場条件を確認しましょう♪

再確認！
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長期 MA と短期 MA を使う理由はトレンド判断の精度を高めるため！

このように長期MAに対してのブレイクを見ていくことで何もない相場を見るより確実に相場転換を判断できるようになりますが
それだけではエントリー方向を確定するのは難しいことがわかったと思います ^^

長期MA帯と短期MA帯を使っているのには、より確実に相場の状況を捉える意図があるので、
２つのMA帯のクロスや、MA帯に対してのローソクの反応、位置などを見ていくことで精度の高いトレンドの定義付けが出来ます。

　＝相場条件の確認をすることで、誰でもトレンドの見誤りを避けることができる！

長期MA帯を起点にしてトレンド方向が入れ替わる

長期 MA 帯をローソク足が抜けたら

トレンド方向が逆に向かう可能性が高い＝相場転換
下降トレンドの真っ最中

上昇トレンドの真っ最中

長期MAを起点にして相場転換（上昇トレンド→下降トレンド）になるのは間違いないありません。
先程の上昇トレンドのときと同じように、下降トレンドとしての相場条件を見ていく事で、相場を確定することは出来ます。

しかし、例えば上記のように一度下に抜けた（ブレイク）だけでは、相場転換にならない場面もあるため、
安易に【長期MA帯を抜けたから】逆方向狙いをする、という考えだけでは相場に翻弄されてしまいます。
こういった場当たり的な判断によるエントリー方向の見誤りを防ぐために長期MAと短期MAの２種類を用意しているんです。
長期MAと短期MAを使うことによって相場条件を見ていくことができるようになります。

そのためある程度、相場条件が出揃うまでトレンド相場の成長を見届けることも時には大事です ^^

長期MAだけでトレンド方向を判断するのは難しい

上昇トレンドの真っ最中

①長期 MA を抜ける＝相場転換の合図（ここからは下狙い）

③長期 MA を下抜けたので下狙い（汗）

④長期 MA を上抜け（疲）

⑤長期 MA を下抜けたので下狙い（白目）

②再び長期 MA を上抜けたので上狙い
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高値安値圏によるレンジ相場の見極め

余裕があれば見ておきたい！レンジ相場の見極め！

①短長の MA クロスが頻繁に起こっている

②長期 MA 帯が横向き（角度がない）

③短長の MA がくっついている

ローソクの高さだけに着目すると、

一定の価格の間を上下に行ったり来たりしてますね。

長期短期のMA帯を見ていくことで相場をシンプルに捉えることができるようになり、トレンド相場を見つけることも簡単になります。
きちんと相場がトレンド相場＝方向性が明確な相場であることを見ていきましょう。
上の画像の様な場面では、方向性が曖昧なケースが多いため、エントリーが難しい場合があります。

　　　【方向性が曖昧な相場＝レンジ相場の判断】
　　　　　　①短期長期MA帯のクロスが頻繁に起こっている
　　　　　　②長期MA帯が横向きになっている（角度がない）
　　　　　　③短期長期のMAがくっついている
　　　　　　④ローソク足がMAの帯の中に埋もれている

こうした条件に合致する相場状況では方向性が不明確な可能性が高いです。
通貨を変えるか、時間を置いて相場の動きが明確な場面を選べるようになると負けのリスクを大きく減らすことが出来ます ^^

また、上記の条件だけでも十分レンジ相場を見つけられますが、テクニカルツールに頼らないレンジ相場の見極め方も紹介しておきます。

方向性が曖昧な相場＝レンジ相場の見極め

高値圏

安値圏

ローソク足の推移を見てみると、時折一定の価格の間を上下に行ったり来たりしている場面が見受けられます。
これは『上に行こうか下に行こうか迷っている状態』を指し、方向性が不明確な場面です。

　
　　高値が切り揃っているあたり＝高値圏または高値ゾーン、レジスタンスライン
　　安値が切り揃っているあたり＝安値圏または安値ゾーン、サポートライン

と言ったりします。

上記のテクニカルツールによるレンジ相場の見極めにプラスして確認できると、トレードがしやすい相場選びがはかどります！
余裕がある場合はレンジ相場を判断し、避けていきましょう ^^

呼び方いろいろ
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AwesomeOscillator（オーサムオシレーター）の特徴とトレンド定義の仕方

移動平均線を使うことで相場の定義付けができるようになりました。
相場の進む方向性がわかるようになったので、これでエントリーの方向性は明確になり、
バイナリーオプションで勝つための戦略①はこれでバッチリです♪

次にバイナリーオプションで勝つための戦略②【戻しのタイミングを図り高値／安値掴みを回避する！】のやり方を解説します。

ここで登場するのがAwesomeOscillator（オーサムオシレーター）です。

AwesomeOscillator（以下AOと呼びます）とは

為替相場の上昇下降の勢いをバーグラフで示してくれます。

先に紹介した移動平均線はやや複雑な所もあったかと

思いますが、このAOはとてもシンプルです ^^

AwesomeOscillator（＝AO）の紹介と呼び方について

今度はこの子の解説します

０ラインより上に出ているバー＝上昇トレンドバー

０ラインより下に出ているバー＝下降トレンドバー

０ラインを境目にして
上昇トレンドバー＝上昇トレンドの勢いが強い
下降トレンドバー＝下降トレンドの勢いが強い
となっています。

上にバーがあれば上に行く勢いが強い、
下にバーがあれば下に行く勢いが強い、
と言う判断ができるのでとってもわかりやすいです！
（他と多少解釈が異なる場合がありますが、この解釈で問題ありません）

０ライン＝境目

下降トレンドバー

上昇トレンドバー

上昇トレンドの勢い強いよー

下降トレンドの勢い強いよー ０ライン＝境目
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AwesomeOscillator（＝AO）の使用目的について

AOの使用目的については、AO単体での使い道よりも先程紹介したMAを補うような役割であると考えてもらうといいかもしれません。

移動平均線自体は、相場の方向性を捉えるのは得意ですが

ローソク足数本単位や今現在上下どちらに相場が動くのか、といった瞬間的な判断は苦手です。

エントリー方向がわかったところでエントリーのタイミングによっては負けてしまうように、

移動平均線の理解だけではエントリーのタイミングを図ることが出来ず、このままでは成功率の高いトレードが出来ません。

その点AOでは、『今の相場（ローソク）の勢いがどちらに向いているのか』を示してくれるため、

ローソク数本単位の動きや今の相場が上下どちらに向きやすいのか、といった判断を得意としています。

　　このようにAOの使用目的とは　　

　　　移動平均線の苦手とする現在の値動きの向きの判断を行うことです^^

具体的にどういったことができるのか、も含めてAOの使い方をご紹介したいと思います♪

AO の使用目的はこれ！

①

②

③、④

⑤

ここで入ると

高値掴みになって負ける

ここで上方向で入りたい！

トレンド相場の方向性についてはMAを使いますが、

トレンド相場中の小刻みな動きに対応するのがこのAOです。

例えばこの局面でMAによる相場判断を行うと、

『　 』部分の上抜けからトレンドの転換が始まり、

　　①長期・短期MA帯のゴールデンクロス
　　②ローソクが短期MA帯で反発
　　③ローソク足が長期・短期MA帯の両方の上にあり
　　④高値を更新している
　　⑤長期MA帯が上に向いている

以上から上昇トレンドと判断出来ます。
（長期MA帯を下に抜けるまで）

上昇トレンド中では、相場の方向に合わせて

上方向を狙って入ることが好ましいです。

『 　』の部分から戻しになっているため、

ここでで入ってしまうと、高値掴みになって負けてしまいます。

狙い目としては、『　 』の押し目になっている部分で

上エントリーができれば最高です (*ﾟ∀ﾟ) ！

移動平均線によって上昇トレンド相場と判断

上昇トレンド中！
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０ライン

相場の小刻みな進む方向に合わせて

AO のバーの方向も対応

トレンド相場転換のポイントと

AO のバー方向の転換が一致している

これを叶えるためにAOを使っていきます。

AOの視点で相場を見てみると相場の動きに対応して

AOのバーの向きも０ラインを境目にして

上下に転換していることがわかります。

【０ラインより上にバーが有る時】
①赤色→上昇の勢いが強い
②青色→戻し（一時的な下降）によって
　　　　上昇の勢いが弱い

【０ラインより下にバーが有る時】
❸青色→下降の勢いが強い
❹赤色→戻し（一時的な上昇）によって
　　　　下降の勢いが弱い①

①①
① ②②

②②

❸❸❹ ❹

最初はバーの方向と色が紛らわしく判断がちょっぴりむずかしいかもしれませんが、簡単に言えば

　　上昇トレンドでは①赤色の時
　　下降トレンドでは❸青色の時　　　が最もエントリーに適した瞬間ということです！

これさえわかっていれば大筋で間違えることはありません (*ﾟ∀ﾟ人 ) ！

移動平均線による相場の定義付けと合わせてAOのバー方向と色を見ていくことで

トレード戦略に沿ったエントリー方向とエントリーポイントを大まかに見つけることができるようになります ^^

また、AOはバーの色転換を見ることで
さらに相場の勢いの優劣勢を見ることが出来ます。

AOの特性上、少し遅れ気味となりますが、
相場が折り返した（戻し）タイミングで
AOのバーの色も転換しています。

これによって、確定したトレンドの中の
相場の細かな動きを捉えることが簡単になります。
言ってしまえば、戻しのタイミングとなる
高値・安値掴みを避けることができるわけです！
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つまり、MA で相場を確定し、AO がエントリー方向と揃った時が狙い目！

AOの読み方や使い方についてはなんとなくわかってきたでしょうか ^^？

シンプルでわかりやすい上に相場の細かな動きに対応して上下の勢いを示唆してくれるAOは今回のトレードにおける主役と言えます。

移動平均線を含めたAOの使い方をおさらいしてきましょう (*́∀｀*)

バイナリーオプションでのトレードを戦略的に攻略していく為には、２つのポイントが重要となります。

この２つを確認するためにテクニカルツール【移動平均線】と【AwesomeOscillator】を活用していきます。

　　【戦略①の解決方法】

　　　移動平均線の長期MA帯と短期MA帯によるトレンド相場の定義付けを行う
　　　（トレンドの始まりと終わりの把握）
　　

　　【戦略②の解決方法】

　　　AOによるバーと色の確認によって、相場が進む方向が揃い、勢いが強い場面を狙う

これが３カウント戦略のアプローチの基礎です (*ﾟ∀ﾟ)
以上のアプローチをきちんと理解しておくだけでも、相場の方向性に沿ったポイントでのトレードができる様になりますが、

トレードの成功率を高めるためには時間軸を駆使したアプローチが必要となります。

①相場の進む方向性が明確なトレンド相場を狙う！
②戻しのタイミングを図り高値／安値掴みを回避する！

ロジックの原点から考えたトレード戦略
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バイナリーオプションで勝つための戦略の深掘り

バイナリーオプションでの勝ちを狙うためトレンド相場を見つける必要があることは
これまでの解説でわかってもらえたと思いますが、
その際相場分析では、どれくらいの期間や範囲の値動きを参考にしていけばいいのでしょうか ^^？
トレンドとは波なので大きな波もあれば小さな波もあります。
言ってしまえば、大きな波も拡大してみれば、小さな波が寄り集まったものであるわけです。

具体的な例で言うと、上昇トレンド中に発生する押し目の “戻し” は、極々短い下降トレンドであるわけです。
また、下降トレンド中に発生する戻り目の “戻し” は、極々短い上昇トレンドでもあるわけです。

この様に相場は切り方を変えるだけで、相場の進む方向は逆向きに見えてしまうのが恐い所です。
大きな波の方向で言えば上方向なのに、見えているのは下向きだったり、
本来は明確な下降トレンドなのに、見えているのは戻し局面の上昇トレンドだったりするわけですね。

　　理想の相場状況としては大きな波も小さな波も進んでいる方向が揃っている状態 (*́∀｀*)♪
　　追い風のなかで背中を押されながら前に進むように、　
　　大きなトレンドの方向性と小さなトレンドの方向性が揃っていれば悠々と勝つことが出来ます ^^♪

そのため、バイナリーオプションで相場分析をする際にも方向性がチグハグになるような事態を出来るだけ避けて
出来るだけ大きなトレンドの方向性を捉えつつ、細かな値動きを見てエントリーのタイミングを選んで行きたいのです。

細かく見ると？

①大きな上昇トレンドの

一部を切り取って見ると？

②小規模な下降トレンドになってる！

そしてさらに細かい波がある！

バイナリーオプションは短期決済（数分間～数十分間）を行う取引方法なので、
短期トレンドだけではなく、ある程度の大きな規模のトレンドも把握していくことが大事です。

それを解決するのがチャート分析ツールの時間軸の機能です。
チャート分析ツールの時間軸、そしてそれを理解するためのローソク足についても
ここで一度解説しておきたいと思います。

その上で、バイナリーオプションに最適な時間軸を見つけ、戦略的なトレードプロセスを行います。



31

チャート分析ツールでは、相場状況をいろんな角度から確認するための機能として
表示する時間の区切り方を変えることが出来ます。その機能が、時間軸（足）です。

時間軸の機能の理解をするためにはローソク足を使って解説するのがわかりやすいです。
ローソク足はわかるよって方はこちらから時間軸の解説へ向かってください→　　こちらをクリック

ローソク足とは、正確にはチャート上で為替価格を表示する際の “ローソク足表示” といういくつかある価格の表示方法の一つです。

ローソク足とは？ ~基礎知識 ~

他にもラインチャート表示や、バーチャート表示などがありますが、見やすさや、

その特性からローソク足が一般的に広く使われており、日本人が開発したことでも有名です ^^　

蝋燭（ろうそく）の形に似ていることからその名がつけられたとか（笑）

そんなローソク足の特性とは、一定時間の価格の動きをひとまとめに凝縮して表示してくれるため、

チャートツールを読み解き相場分析を行うためには必ず理解しておかないと相場分析が始められません！
始めて触れる方も、まだ良くわからないという方もしっかりと学習しておきましょう (*́∀｀*)

まずはローソクの種類と、部位の呼び方について見てみましょう♪

似てる？

BOで勝つために欠かせないローソク足と時間軸についての理解
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陽線 陰線 十字線

【ローソクの種類について】

どんなに形・大きさ・が違っても種類は３つだけ！

ローソク足はいろんな形があるように見えますが、実は全部で３種類だけなんです。
ちなみにこのローソク足というのは、『実体』と『ヒゲ』と呼ばれる 2つの部位で出来ています。
そのローソク足とは “一定期間内の為替相場の価格を表しています。”

ローソクが生まれる仕組みから解説していきたいと思います。

　上ヒゲ
実体

　下ヒゲ

陽線 十字線

　上ヒゲ

※常にヒゲがあるとは限りません ^^

陰線

　下ヒゲ

※十字線は実体がない

【ローソク足の部位について】

①価格は今も絶えず上下に変動しています ^^ ②ローソク足はそんな値動きを

“切り取った”ようなものです。

③切り取った動きの各所に注目！

  始めの値（＝実体部分）

  安い値（＝下ヒゲになる）

  高い値（＝上ヒゲになる）

  終わりの値（＝実体部分）

④ギュッと小さくしたら、

⑤実体と上ヒゲ・下ヒゲが見えて、

⑥ローソク足の完成！

④ ⑤ ⑥

ローソク足の種類と部位の呼び方について

ローソク足が生まれる仕組みについて

今の価格 今の価格
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価格の動きを切り取る範囲（区切り方）は様々で、よくある区切り方としては
1分間、5分間、15分間、1時間、4時間、1日間、1週間、1ヶ月間　などなど！
この時間の区切り方によってローソク足の呼び方が異なります。

ローソク 1本 1分間　＝1分足
ローソク 1本 5分間　＝5分足
ローソク 1本 15分間＝15分足
ローソク 1本 30分間＝30分足
ローソク 1本１時間　＝1時間足
ローソク 1本４時間　＝4時間足
ローソク 1本 1日間　　＝日足
ローソク 1本１週間　　＝週足
ローソク 1本 1ヶ月間　＝月足

BO で使いやすい時間軸＝短期時間軸（足）

FX で使いやすい時間軸＝中期時間軸（足）

あんまり使わない時間軸＝長期時間軸（足）

時間軸とは？　~基礎知識 ~

先ほど “ローソク足は価格の動きを切り取ったようなもの” とご紹介しましたが、
チャート分析ツールにはこの “切り取る範囲” を変え、ローソク足の時間範囲を変更できる機能が付いているんです♪
それが時間軸の機能というわけですね (*́∀｀*)

先ほどまでご覧頂いていたローソク足は、５分間の間隔で切り取った（区切った）５分足表示　と呼ばれる状態です。
ローソク１本＝５分間、つまり、ローソク１本が５分間の価格の動きを凝縮して表示している、という意味です ^^

“
”

【ローソクが生まれる仕組み①～⑥！】

②ローソク足はそんな値動きを

“切り取った”ようなものです。

【５分足表示とは？】

＝５分間の値動き情報を

　凝縮したもの。

＝３本分だったら

　１５分間の動き！
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5分足

5分足

５分足１本→　１分足表示に　　→１分足５本分
　　　　　　　　切り替える

例えばですが、１分足はローソク足１本で１分間の値動きを表しているので、
５分足を１分足表示に切り替えて表示するとローソク足５本分の値動きが見えるようになります。（値動きの詳細が見える！）

実際のチャートで見てみるとわかりやすいです ^^

ここでは一例として５分足と１分足を紹介しましたが、これはどの時間軸になっても同じことが言えます。
5分足 3本で 15分足 1本分、15分足 2本で 30分足 1本分、30分足 2本で 1時間足 1本分、
5分足 12本で 1時間足 1本分、と言った具合です。

ギュッ ギュッ

１分足

①５分足の相場を１分足に切り替えると
四角の範囲が見えてることになります。

②１分足ではより細かい値動きが良く見えます。
　　（５分足に比べて５倍細かい）

③試しに１分足表示の画面を縮小して、
５分足の画面に重ねて見ると・・・？

④高値や安値などピッタリ重なって見えます。
　値動きの波の形まで全て同じですね。
　このように、５分足と１分足の関係で言えば、
　５分足を細かく見たものが１分足表示、
　1分足表示を大雑把に見たものが 5分足表示ということです。

チャート上での時間足の見え方　~基礎知識 ~
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１分足

５分足

1時間足

4時間足

15分足

30分足

試しに 1つの相場、同じ瞬間を時間足を切り替えながら
見てみましょう。
←こちらは 1分足表示の相場で約４時間分の範囲です。
　四角く囲った範囲は固定されており、
　時間足を切り替えることでどの様に縮尺が変化し
　相場の見え方が抽象化されていくのかを御覧ください。
　

これらは全て同じ相場、同じ範囲を表していますが、
時間足を切り替えることで相場の見え方が変わっていますね。

時間足が大きくなるほど大まかな相場の動きを、
時間足が小さくなるほど細かな相場の動きを
見ることが出来ることがお分かりいただけたかと思います。

時間軸毎に変わる相場の見え方 ~詳細度と抽象度の変化 ~
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　４時間足→ローソク足がまとまりすぎて良くわからず、これを見てもバイナリーオプションに活かすのは難しそう ^^；
　１時間足→かなりざっくりとした値動きはわかるものの、具体的な値動きまでは見えない。
　３０分足→多少細分化されたが１時間足同様ざっくりした値動きしかわからない。
　１５分足→ある程度広い視野で見ることもでき、拡大すればそれなりに相場の動きをざっくり捉えることが出来た。
　５分足　→微細な値動きを省きつつ、相場の細かい動きを追いかけることができる。
　１分足　→微細な値動きまでしっかりと見え、相場の動きの詳細を把握するには最適だった。

時間軸のまとめ

バイナリーオプションに最適な時間軸とは？ ~戦略の深掘り ~

バイナリーオプションは短期決済（数分間～数十分間）を行う取引方法なので、
バイナリーオプションで狙っていくにはこれまで説明してきたとおりトレンド相場を狙っていきますが、
短期足で観測できる短期トレンドが最も好ましいです。（→バイナリーオプションで勝つための戦略①の深掘り）
１時間足や日足と言った中期～長期の相場を見たとしても、結局細かい値動きを捉えなけれ
ば勝つことは難しくなってしまいます。（→バイナリーオプションで勝つための戦略②の深掘り）
そのため監視する時間軸はある程度の規模のトレンドを把握しつつ、
細かい値動きがしっかりと観測できる範囲の時間軸を見ていくことが望ましいです。

ある程度の大まかな値動きを捉えつつ、数分間の値動きが細かく見えることが大事であるため
バイナリーオプションで最適な時間足とは１分足、５分足、１５分足、の短期時間軸を見ていくのが最適です (*́∀｀*)

　４時間足→飛行機に乗って上空から大地を眺めている状態
　１時間足→高いビルの屋上から遠くの森を見ている状態
　１５分足→森の前で木々を見ている状態
　５分足　→木の前で枝や幹を見ている状態
　１分足　→木１本の枝先の葉っぱを虫眼鏡で見ている状態

このような形でご覧いただけたかと思います。
別の表現で例えてみるとこんな感じでしょうか ^^？

こうしたように為替相場の動きを抽象度を変えて分析することができるのが
時間軸（足）の機能とメリットです。
最初は慣れないかもしれませんが、精度の高い相場分析をするためには欠かせないテクニックなので
実際にチャート分析ツールに触れる際には時間軸を切り替えながら相場を分析してみましょう (*ﾟ∀ﾟ)

短期トレンドが観測できる 15分足、5分足、1分足などの短期時間軸を使う！

バイナリーオプションで勝つための戦略③
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時間軸を駆使した時間足毎のトレンド把握と、エントリーポイントの選定

これまでの学習したテクニックや知識

【3カウント戦略】で扱う３つの時間軸の役割分担

１５分足→相場の方向性を決めるために相場分析を行う
５分足　→エントリーポイントを選ぶために相場分析を行う
１分足　→エントリータイミングを選ぶために相場分析を行う

これまで解説してきた事ですでにたくさんのトレードテクニックを解説してきました。

どれも成功率の高いトレードを行うために欠かせないトレードテクニックだとわかってもらえたらうれしいです。
ここまで駆け抜けるように解説してしまったのですが、理解や納得のほどはいかがでしょう ^^；？
これらは私が時間を掛けて理解してきたことや、必要性を感じてきた要素です。
そしてどうにかそれをうまく解説出来ないかと模索してきた末の解説です。（説明ヘタでゴメンナサイm(_ _;)m）

まだ解説してきた内容のテクニックや知識や、点で存在している状態で線で繋がっていない状態だと思います。
これら一つ一つをトレードプロセスに落とし込んでいった時にどんな相場分析ができるのか？
そしてどれだけ精度の高い相場分析ができるのか？は、実際にやってみないと実感が沸かないと思いますが、
これらを踏まえて今度は実際にエントリーができるところまで全部を整理していきます。

具体的には、バイナリーオプションに最適な時間軸である 15分足、5分足、1分足を使って
各時間足毎に相場分析を行っていき、大きなトレンド方向の把握と、小さなトレンド方向の把握を行います。
相場の方向性が合致した状況で今度はエントリーポイントを選定していき、最終確認を経てエントリーを行います。

そのために時間軸毎の役割を分担し、目的毎に時間軸を使い分けていくのがこの【3カウント戦略】の大きな特徴です。

・勝つためのロジックの原点の理解
・具体的な戦略的アプローチ
・相場状況の把握（トレンド定義付け）
・その中でのエントリーポイントの選定
・ローソク足と時間軸の概念の理解
・バイナリーオプションに最適な時間軸の理解



もしかしたら複雑に感じているかもしれませんが、ご安心ください♪
この攻略法の名前にもある通り！
エントリーまでのトレードプロセスは【3カウント】で出来てしまうのがこの攻略法の一番の特徴でもあります (*́∀｀*)

もちろん、これまでの解説内容を理解した上でできることなので、
いきなりトレードプロセスを読んだからといってできるわけではありません。
基礎知識やトレードテクニックの一つ一つは全てこの【3カウント】を行うための解説なのです。

実際にこの戦略によってトレードをすると、1時間ほどで 5回～10回程度のエントリーが叶い、
相場分析によって勝率も 80％前後で勝つことができるようになります。

具体的な解説については、
攻略法【3カウント戦略】の【下巻：戦略的トレードプロセスと３カウントエントリー】で解説させていただきます！
最後にダウンロードフォームや詳しいダウンロード方法についてご説明させていただきます！

◯時間帯：午前中 11時～12時頃の 1時間
◯エントリー回数：32回
◯勝ちトレード：24勝
◯負けトレード：8敗
◯トレード勝率：75％
◯取引金額：1回 5万円
◯取引利益：＋￥940,000
◯取引損失：-￥380,648
◯合計収益：＋￥559,352

※エントリーポイントは 1時間に 8箇所（通貨ペア様々）あり、

各所で重複してエントリーを行っています。

検証と実益を兼ねたトレードだったので、

実際のエントリーでは 1箇所のエントリーポイントにつき

1回のエントリーを行っていきます。

【とある日のトレード成績】
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【下巻：トレードプロセス編】のダウンロード方法について

ここまでご覧いただきまして本当にありがとうございます。
もしかしたら長くて読むのが大変だったり、表現が稚拙で理解が難しかったりと御覧頂いた方に頼るような場面が
あったかもしれませんが、きっとお優しい方はうまい具合に補完していただけたかと思います（汗）

至らない部分や、解説に苦労するところはまだまだありますが、
こうして私の知識や経験が少しでも誰かの役に立てると思うと私もとても嬉しいです (*́∀｀*) ！

下巻ではこれまでの戦略に基づく知識やテクニックをまとめ上げ、トレードプロセスに落とし込んで行きます。
3カウントでエントリーするポイント解説や注意点、などの解説を通して、私のトレード方法を全て伝授しますε-(́∀｀*)

続く【下巻：トレードプロセス編】はダウンロードによってPDFでご覧いただける様になっております。
下記URLより入手してください ^^

ダウンロードする際のPASSにつきましては、メールよりご連絡をいただけた方にのみ直接お渡ししております ^^
こちらよりダウンロードPASSプレゼントのフォームよりご連絡くださいませ♪

お返事は私高田かおりが直接 1通 1通送らせていただきますので、トレードに関する悩みや、攻略法の解説の中で
わからないところなどあればあわせて気軽にご質問いただければと思います (*ﾟ∀ﾟ) ！

これからもブログやメルマガ、攻略法のリニューアルなどを通してより多くの方にバイナリーオプションの魅力と実態、
メリットとデメリットをしっかりと伝えていき、自由な収益基盤を手にする人を増やして行きたいと思います！

当ブログやこの攻略法を手にする事によって一人でも多くの方のバイナリーオプショントレードがいい方へ向くことを願っています！

最後までご覧いただきありがとうございました♪

【下巻：トレードプロセス編】ダウンロードページとPASSプレゼントの申し込みはこちら！

クリックでダウンロードページへ

高田かおり
『初心者の主婦でもできる！海外バイナリーオプション攻略法ブログ』

質問などあればお答えします♪気軽にメール下さい ^^　→　binaryoption.kaori@gmail.com

頑張って作ったので PDF 内の解説・画像の転用など、断りなく使うのは禁止です (>_<) ！

http://www.binaryoption-blog.jp/?page_id=37723#a2
http://www.binaryoption-blog.jp/

